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会議議事録 

 

事業名 令和６年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の

推進」事業 

（２）教職員の資質能力向上の推進① 効果的な教育成果の公開方法等

に関する支援体制づくりの推進 

代表校 一般社団法人全国専門学校教育研究会 

 

会議名 第 6回授業改善サポーター育成講座開発委員会 

開催日時 令和 7年 2月 18日（火）15:00～17:00 

場所 学校法人麻生塾 10号館大会議室 

出席者 事業責任者：岡村 慎一               計 1名 

委  員：小田 政江、足立 隆、合田 美子（OL）、猪俣 昇（OL）、 

半田 純子（OL）、吉橋 大樹（OL）     計 6名 

請負業者：飯塚 正成                計 1名 

                         合計 8名 

議題等 本日のねらい。 

①暫定版授業改善サポーター養成講座に対するアンケート状況の共

有  

②授業改善サポーター養成講座 2024 年版（専門学校教員版）の動画

教材の事例選定やコミュニケーションツールについて  

③授業改善サポーターの資質・能力の整理  

④講座の告知方法、講座の規模感（募集人員）と会場の環境の確認  

⑤第 3・4回委員会の開催日時の確認とその他予定  

 

1.議題：成果物の再検討＆次年度の改善内容を検討  

1)成果物の再検討確認  

①カリキュラム・シラバス  

②研修概要（対象、内容、プログラムのスケジュール、実施要項）  

③昨年度の 15 名の参加者に向けたアンケートの結果報告（コメント

を抜粋して前年度の改善点がまとまったもので OK。A4で 2~3枚）  

④インタビュー結果  

⑤今年度の結果（何名参加、アンケート結果）  

・授業スライド、カリキュラム、シラバスは「FY2024_教材類」（Zip）

に格納済  

・「令和 6年度 実績報告書」を参照  

・動画、教材は文科省への報告のために全専研の HPに掲載する。  

→一旦は動画を全専研 HP に掲載するが、LMS を改善し次第、動画を
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LMSに移し替える（来年度以降は LMSに載せる）  

・教材、書類、動画、が一緒になったものを用意すると文科省に報告

をしやすい（YouTube での報告のみだと脈絡が無い＆パッケージであ

るということが分かりづらい）  

・報告書の内容は問題ない  

・報告ビデオの文言「対象教員：中堅教員」に体裁を合わせる  

  

2)報告ビデオのパワーポイント確認  

・2月中に報告ビデオを作成予定（Zoom収録で OK）  

・全専研 YouTubeは飯塚が管理、全専研 HPは猪俣。  

→全専研 HPに YouTubeリンクを貼り、動画の一部は直接 HPに埋め込

む予定。  

・昨年度の猪俣の報告ビデオをベースに作成途中（途中のものを Slack

投稿済み）  

・次年度の改善内容は細野と確認しながら決める  

  

3) 次年度の改善内容確認  

・講師育成をするのではなく、熊本大学と教育連携協定を結んで講師

の連続派遣をしてもらえないか？小田より全専研委員会にお伺い予

定  

・開発したものの展開方法（全専研中心で継続して研修をするのか？

全国の専門学校に展開するのか？）の検討が必要  

・価格（HP維持、事務管理費など）、広報活動をどうするか？  

・LMS を改善し、コミュニティ形成のやり方（後日個別でグループラ

インを作った受講生らもいた）も改善する  

・実証講座をやる場合は年内に終わらせたい  

・LMS は春には改善予定だが、誰が管理をするのか？動画視聴状況の

管理をする必要もある  

→全専研が管理できない場合、ウィネットに委託するが費用が掛か

る。どの程度全専研の e-learning 事業を進めていくか？検討する必

要がある。  

・LMSの改善が間に合わなかったら、熊本大学の LMSを借りる  

→成果として出すのであれば、全専研で LMSを開発した、という方が

分かりやす 

くて良いのでは？また、今後を踏まえても LMSを開発したい  

・受講生は全専研にとって重要な人材。彼らのモチベーションを高く

保つような仕組みを作るのも良いかもしれない（フォローアップ勉強

会など）  

・熊本大学との教育協定は引き続き取り組みたい  
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・今後は成果物の講評ができると良いので、もう一度実証講座をする

のも OKだが、フォローアップに力を入れるのでも OK。  

・猪俣以外に LMS担当者をアサインしたい。  

・来年度の合田のスケジュールを踏まえてどのような施行をするのか

を決めたい。 

 

配布資料 ・第 6回 授業改善サポーター養成講座開発委員会：次第 

・令和 6年度 実績報告書: 

 令和 6年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上

の推進」一般社団法人 全国専門学校教育研究会 授業改善サポータ

ー養成講座開発委員会 「教職員の資質能力向上に必要な教職員研修

プログラムの構築・普及・推進」  

・FY2024_教材類（Zip）  

・令和 6年度 実績報告書（PDF）  

・第６回 授業改善サポーター養成講座開発委員会：次第（Word）  

・事前学習動画（ギガファイル便より Zip）  

以上 


